
４：十分達成できている　　３：おおむね達成できている　　２：やや不十分である　　１：不十分である

4 3 2 1

1
校是「清新潑剌，質朴剛毅，堅忍不抜」の具現化に努め，挨拶・容儀・清掃の
徹底を図り，地域に愛され信頼される，品格ある生徒の育成に努めた。

21.4 69.6 8.9 0 91 5.7

2
不登校やいじめ問題等に｢チーム学校｣で取り組む生徒支援・指導体制を確
立することができた。

25 66.1 7.1 1.8 91.1 12.8

3
総合的な探究の時間(龍門学)の充実とICT機器を活用した探究活動の工夫
改善に努めた。

12.5 58.9 26.8 1.8 71.4 -15

4
新教育課程の実践と検証，観点別評価の目的を踏まえた評価方法の改善に
努めた。

19.6 66.1 10.7 3.6 85.7 -0.7

5
基礎基本の確実な定着と思考力・判断力・表現力の育成をめざした授業改善
および主体性を育む指導方法・課題等の工夫に努めた。

33.9 62.5 1.8 1.8 96.4 3.2

6 個に応じた進路指導の充実と高みをめざす生徒の育成に努めた。 28.6 64.3 7.1 0 92.9 6.5

7
ICT機器を活用した業務効率化の推進，校務分掌の一層の連携による効果的
かつ効率的な運営の促進とゆとりの創出に努めた。

10.7 57.1 30.4 1.8 67.8 -5.6

8
文武両道に努める生徒の育成を踏まえた担任・教科担任・部顧問の連携強化
を図った。

25 62.5 8.9 3.6 87.5 7.8

9
教科横断的な視点で取り組む主権者教育の推進および関係機関との連携を
図った。

12.5 55.4 28.6 3.6 67.9 3.5

10
健康管理や服務規律の遵守に努め，職員間で連携や協力をして業務にあ
たった。

35.7 57.1 5.4 1.8 92.8 2.8

11
授業時数の確保に努めるとともに，５０分の授業を効果的に行うために，授業
互観や教科での研究会等を通して指導内容・指導方法の向上に努めた。

28.6 62.5 7.1 1.8 91.1 -2

12
公開授業やホームページ等での広報活動をとおして，地域や小中学校との連
携を密にし，面談や学級通信等をとおして家庭との連携の強化を図った。

16.1 57.1 23.2 3.6 73.2 -6.1

13
全職員の共通理解と生徒指導及び生徒支援の意識の高揚を図り，一つの指
導方針のもとに一致協力して生徒指導・安全指導を徹底することができた。

21.4 66.1 10.7 1.8 87.5 2.8

14
心の健康推進委員会やスクールカウンセラーと連携し，充実した教育相談を
実施することができた。

30.4 62.5 7.1 0 92.9 -2

15
部活動，ボランティア活動，地域貢献活動等への積極的な参加を促し，生徒
の「文武両道」の実現に努めることができた。

25 66.1 7.1 1.8 91.1 -3.8

16
健康観察などを通し生徒の体調・健康状態を把握して，学校生活全般にわ
たって適切な対応に努めることができた。

33.9 64.3 0 1.8 98.2 -0.1

17
学級担任・教科担任・養護教諭等との連携を強化し，生徒の心に届く適切な
支援に努めることができた。

33.9 62.5 1.8 1.8 96.4 1.5

18 宅習時間が確保できるように具体的・効果的な指導・助言ができた。 23.2 66.1 8.9 1.8 89.3 -3.8

19
大学の学部・学科の内容及び入試問題について研修を深め，十分な進路指
導ができた。

30.4 64.3 5.4 0 94.7 5.1

20
安全で学びやすい学習環境づくりのため，教室その他の施設設備の点検・整
備が十分にできた。

30.4 67.9 1.8 0 98.3 6.8

4 3 2 1

21 高校生としての基本的な生活習慣を身につけさせることができた。 5.3 84.2 5.3 5.3 89.5 8.5

22 自主的な学習態度を涵養し，基礎学力を充実させることができた。 5.3 78.9 10.5 5.3 84.2 -1.6

23
中堅学年としての自覚を持たせ，学校行事・生徒会活動に積極的に参加する
姿勢を養うことができた。

30 65 5 0 95 -0.7

24
自主的・積極的な学習態度を確立させ，基礎学力を発展・充実させることがで
きた。

5 90 5 0 95 16.7

25
最高学年としての自覚を持ち，諸行事や諸活動の中心となって責任ある行動
がとれるように指導できた。

47.8 47.8 4.3 0 95.6 0.2

26
自主的・積極的な学習態度を確立させ，生徒の多様な進路希望実現に足る
学力の伸長を図らせることができた。

34.8 60.9 4.3 0 95.7 4.8
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